
盛
岡
第
一
高
等
学
校 

国
語
科 

学
習
指
導
案 

実
施
日 

平
成
十
五
年
十
月
十
七
日
（
金
）
二
校
時 

実
施
ク
ラ
ス 

普
通
科
二 

年
二 

組
四
十
三
名 

指
導
者 

 

教
諭 

 

小
井
田 

浩
司 

科 

目 

名 
 

古
典
Ⅰ
（ 

古
文 

） 

指 

導 

領 

域 

「
読
む
こ
と
」 

単 

元 

名 
 

俳
諧
紀
行
文 

教 
 

材 
 

名 

教
科
書
名 

東
京
書
籍
「
国
語
Ⅰ
（
古
典
編
）」 

「
教
材
名
」 

奥
の
細
道
―
―
平
泉 

指
導
事
項 

俳
諧
紀
行
文
を
読
ん
で
中
古
以
来
の
日
本
人
の
精
神
的
伝
統
の
ひ
と
つ
で
あ
る
無
常
観
を
読
み
取
る
。 

単
元
の
目
標 

俳
句
の
表
現
の
特
色
を
理
解
し
、
無
常
観
を
読
み
取
る
。 

評
価
観
点  

と 

評
価
規
準 

「
読
む
能
力
」・
・
・
俳
諧
紀
行
文
を
読
ん
で
、
俳
句
の
表
現
の
特
色
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
ま
た
、
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。 

年
間
指
導
計
画
に 

お
け
る
位
置
付
け 

「
土
佐
日
記
」
や
「
枕
草
子
」
の
学
習
で
身
に
つ
け
た
「
読
解
力
」
に
よ
り
「
平
泉
」
に
お
け
る
芭
蕉
の
思
い
を
的
確
に
理
解
す
る
。
ま
た
、
第

八
単
元
「
近
世
の
世
界
（
二
）」
で
「
寒
夜
の
辞
」・「
笠
張
り
」・「
銀
河
の
序
」・「
芭
蕉
を
移
す
詞
」
な
ど
芭
蕉
作
品
を
学
習
す
る
足
が
か
り
と
す

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単
元
の 

指
導
計
画 

第
一
・
二
時
・
・
・「
平
泉
」
の
段
の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
。 

第
三
・
四
時
・
・
・
俳
句
を
作
ら
せ
る
（
図
書
室
で
の
調
べ
学
習
を
含
む
）。 

第
五
時
・
・
・
・
・
俳
句
を
披
露
し
合
わ
せ
る
。（
本
時
） 

本
時
の
目
標 

異
な
る
視
点
・
素
材
で
作
ら
れ
た
俳
句
を
披
露
し
あ
う
中
で
、
芭
蕉
の
思
い
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
。 

学 
 
 
 
 
 

習 
 
 
 
 

活 
 
 
 
 

動 

過
程 

指
導
内
容 

指 
 

導 
 

者 

学 
 

習 
 

者 

評
価
の
観
点 

導 入 

ク
ラ
ス
内
投

票
で
三
票
以

上
入
っ
た
作

品
の
確
認 

墨
書
し
、
掲
示
し
て
お
く
。
自
注
・
自
解
プ
リ

ン
ト
の
該
当
箇
所
を
告
げ
る
。 

自
注
・
自
解
プ
リ
ン
ト
で
、
該
当
作
品
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

他
の
生
徒
の
作
品
に
も
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
接
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
。 

展   開 

① 

発
表
す
る

こ
と 

② 

発
表
を
聞

く
こ
と
。   

①
・
②
適
宜
、
発
表
者
へ
の
質
問
を
受
け
付
け
、

学
習
者
の
理
解
を
促
す
よ
う
に
す
る
。 

       

① 

発
表
者
は
、
自
注
自
解
プ
リ
ン
ト
を
も
と
に
、
自
作
の

解
説
を
行
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

発
表
者
以
外
は
発
表
を
よ
く
聞
い
て
、
も
の
の
見
方
、

感
じ
方
、
考
え
方
を
広
げ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

自
分
の
考
え
を
正
し

く
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
か
。（
声
の
大
き

さ
・
筋
道
立
て
て
話

し
て
い
る
か
）
ま
た
、

「
平
泉
」
の
文
の
流

れ
に
合
う
俳
句
を
作

ろ
う
と
し
た
か
。 

② 
集
中
し
て
話
を
聞
こ

う
と
し
て
い
る
か
。

本 時 の 学 習 指 導 計 画 

まとめ 

芭
蕉
（
曽

良
）
の
俳
句
が

い
か
に
多
く

の
内
容
（
情

報
）
を
背
景
と

し
て
成
立
し

て
い
る
か
を

確
認
す
る
。 

① 

発
表
者
の
発
言
内
容
に
触
れ
つ
つ
、
本
単

元
の
授
業
内
容
を
振
り
返
る
。 

②
「
平
泉
」
の
三
つ
の
句
の
中
の
ど
れ
か
と
、

対
応
す
る
自
作
の
句
と
を
比
較
し
て
鑑
賞
文

を
書
か
せ
る
。（
時
間
に
よ
っ
て
は
課
題
と
す

る
） 

① 

授
業
者
の
説
明
を
聞
く
。 

② 

好
き
な
句
を
選
び
、
対
応
す
る
自
作
の
句
と
比
較
し
て

鑑
賞
文
を
書
く
。 

① 

集
中
し
て
話
を
聞
こ

う
と
し
て
い
る
か
。

② 

実
作
の
経
験
を
ふ
ま

え
て
鑑
賞
で
き
て
い

る
か
。 

備考 

補
助
教
材
（
別
紙
）
①
注
釈
「
お
く
の
ほ
そ
道
全
訳
注
」（
久
富
哲
雄
・
講
談
社
学
術
文
庫
４
５
２
）
ｐ
１
７
３
〜
１
８
３ 

②
文
学
上
の
義
経
像
「
義
経
記
」（
梶
原

正
昭 

校
注
・
訳 

小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
第
３
１
巻
よ
り
） 

③
義
経
の
実
像
「
平
家
物
語
の
虚
構
と
真
実 

下
」（
上
横
手
雅
敬
著
・
塙
新
書
６
２
）p

１
１

２
〜
１
３
４ 

④
曾
良
随
行
日
記
「
新
版 

お
く
の
ほ
そ
道
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
ｐ
２
７
０
〜
２
７
２ 

 


